
「病院勤務医の負担軽減の状況調査」
ご協力のお願い

平成24年度診療報酬改定に向けて、厚生労働省中央社会保険医療協
議会（中医協）において、看護職員の勤務実態を把握するための実態調
査が実施されます。

本調査の結果は、看護職員の労働問題、夜勤・交代制勤務に関する制
度改正や診療報酬に係わる、大変重要なデータになります。

本調査に関する関係者への周知について、ご協力賜わりますよう、何
卒お願いいたします。 各医療機関に調査票が届いた場合は、調査票
への回答にご協力いただけますよう、ご支援をお願いいたします。

調査名 「平成22年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（平成23年度調査）
病院勤務医の負担軽減の状況調査」

■調査客体 1334施設（無作為抽出）

■対象者
＜施設調査＞ 施設管理者
＜医師調査＞ 医師
＜看護師調査＞ 看護師長、スタッフ
入院基本料を算定している各病棟（最大9 病棟）について、
看護師長1 名、看護師経験年数５年未満の看護師１名、５年以上の看護師1 名の計３名、最大27 名

■調査スケジュール 調査票の発送：8月上旬、 〆切：9月上旬

■調査方法 自記式調査票の郵送配布・回収

「病院勤務医の負担軽減状況調査」が実施されます

（参考） 「病院勤務医の負担軽減状況調査」概要

「平成22年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（平成23年度調査）
病院勤務医の負担軽減の状況調査」

調査票（見本）は別紙を参照ください

本調査は施設調査、医師調査、看護師調査まとめて、施設管理者宛に郵送されます。
看護管理者に直接届きませんので、院内での十分なご確認、ご配慮をお願いいたします。

調査票は「病院勤務医」ですが、看護師調査が含まれている点に、ご留意ください。
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